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広
報
活
動
の
現
状
と
広
報
物
登
録
制
度

一
―
は
じ
め
に

　
日
頃
広
報
に
携
わ
る
者
と
し
て
意
見
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
ま
ず
私
見
で
あ
る
こ
と

を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　
現
在
は
情
報
化
の
時
代
と
い
わ
れ
る
。
そ
の

情
報
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
で
あ
っ
た

り
新
聞
、
小
説
、
週
刊
誌
、
広
告
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
そ
の
媒
体
は
競
合
、
補
完
関
係
に

あ
る
が
、
テ
レ
ビ
と
い
う
同
一
媒
体
を
と
れ
ば

凌
ぎ
を
け
ず
る
激
し
い
競
合
関
係
に
あ
る
。
具

体
的
に
そ
の
評
価
は
視
聴
覚
で
は
視
聴
率
、
印

刷
物
で
は
販
売
部
数
で
表
わ
さ
れ
る
。
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
な
ど
で
は
視
聴
者
、
印
刷

物
で
は
読
者
を
意
識
し
て
作
成
さ
れ
、
視
聴
率

・
販
売
部
数
と
い
う
苛
酷
な
数
字
の
競
争
に
勝

ち
抜
く
た
め
に
担
当
者
は
頭
を
痛
め
て
い
る
。

そ
れ
は
営
利
企
業
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
…
。

　
一
方
、
自
治
体
広
報
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

一
〇
大
都
市
の
自
治
体
を
例
に
と
れ
ば
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
、
広
報
紙
、
各
種
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
様
々
な
広
報
活
動
を
し
て
い
る
。

自
治
体
は
、
民
間
企
業
と
の
存
立
基
盤
の
差
異

に
よ
り
、
視
聴
者
、
読
者
（
自
治
体
の
場
合
は

住
民
）
の
欲
求
に
関
係
な
く
、
公
共
福
祉
の
見

地
よ
り
必
要
な
事
項
を
周
知
す
れ
ば
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。

視
聴
者
、
読
者
は
自
治
体
広
報
だ
か
ら
見
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
読
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
思
い
遣
り
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

か
。
あ
く
ま
で
、
そ
の
選
択
権
は
視
聴
者
、
読

者
の
自
由
意
志
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
を
知
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
自
治
休
広

報
も
見
せ
る
、
読
ま
せ
る
工
夫
は
必
要
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
は
、
民
間
企
業
と
同
一
の
土
俵
で

競
合
関
係
に
立
て
ば
よ
い
か
と
い
え
ば
、
自
生

的
に
限
界
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
自
治
体
広
報
を
取
り
巻
く
環
境
を
冷
静
に
把

握
し
、
効
果
あ
る
魅
力
あ
る
広
報
活
動
を
展
開

す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考
え
て

み
た
い
。

二　
今
日
の
行
政
は
、
上
意
下
達
形
式
に
よ
り
、

住
民
に
必
要
な
施
策
を
実
施
す
る
の
で
は
な
く

複
雑
に
錯
綜
す
る
多
種
多
様
な
住
民
要
望
を
十

分
に
調
整
・
統
合
し
て
遂
行
し
て
い
く
こ
と
に

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
広
報
の
使
命
は
、
住

民
が
ど
ん
な
情
報
・
資
料
を
自
治
体
に
求
め
て

い
る
か
を
的
確
に
把
握
し
て
、
住
民
が
行
政
に

つ
い
て
知
り
た
い
情
報
・
資
料
を
積
極
的
に
公

開
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
市
で
は
、
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
。
本
市
の
広
報
活
動
を
簡
単
に

紹
介
し
て
み
た
い
。

　
本
市
の
広
報
活
動
は
、
市
民
局
広
報
課
だ
け

で
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
局
区
で
行

政
に
必
要
な
限
度
で
限
定
さ
れ
た
広
報
を
展
開

し
て
い
る
。

　
広
報
課
に
お
け
る
広
報
は
、
全
市
的
視
野
か

ら
一
般
的
・
包
括
的
事
項
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
広
報
課
の
広
報
活
動
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①
―
印
刷
広
報

　
「
広
報
よ
こ
は
ま
」
＝
市
政
の
現
状
、
将
来

計
画
そ
の
ほ
か
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
市
民
に

提
供
。
全
世
帯
配
布
。
隔
月
区
版
独
立
、
約
九

〇
万
部
、
毎
月
一
回
。

山
口
寿
明

　
　
「
市
民
グ
ラ
フ
ヨ
コ
ハ
マ
」
＝
市
民
に
興
味

の
あ
る
テ
ー
マ
や
市
民
へ
の
問
題
提
起
と
な
る

よ
う
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
写
真
を
中
心
に

構
成
。
Ａ
４
版
六
〇
～
七
〇
頁
、
二
万
一
千
部
、

季
刊
。

　
　
「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」
＝
市
政
に
関
す
る
基
本

的
事
項
か
ら
市
民
に
密
着
し
た
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
Ｂ
５
版
七
六
頁

三
万
部
、
年
二
回
。

　
「
暮
し
の
ガ
イ
ド
」
＝
新
し
く
横
浜
に
転
入

し
て
き
た
市
民
に
横
浜
と
い
う
「
町
」
の
現
状

を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
市
民
生
活
と
市
政

の
つ
な
が
り
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
Ａ
４
版

八
〇
頁
、
一
〇
万
部
、
隔
年
。

　
「
市
民
広
報
」
＝
お
知
ら
せ
を
中
心
と
し
た

ポ
ス
タ
ー
。
横
浜
市
民
案
内
板
、
自
治
会
町
内

会
掲
示
板
な
ど
に
掲
示
。
Ｂ
２
版
三
色
刷
、
六
、

二
〇
〇
部
、
毎
月
。

　
「
庁
内
報
」
＝
職
員
相
互
の
コ
ミ
ニ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
と
と
も
に
市
政
の
動
き
、

方
向
を
市
職
員
に
周
知
。
新
聞
形
式
、
タ
ブ
ロ

イ
ド
版
、
月
一
回
、
全
職
員
に
配
布
。

本
市
の
広
報
活
動



②
―
視
聴
覚
広
報

　
　
「
横
浜
市
だ
よ
り
」
＝
（
テ
レ
ビ
神
奈
川
）

―
五
分
番
組
―
月
～
土
曜
日
の
毎
日
二
回
の
放

送
で
午
前
一
一
時
五
五
分
か
ら
と
午
後
六
時
二

〇
分
か
ら
の
い
ず
れ
も
五
分
の
番
組
で
、
内
容

は
市
の
催
し
も
の
や
行
事
、
制
度
、
施
設
紹
介

な
ど
の
お
知
ら
せ
。

　
「
レ
ポ
ー
ト
・
よ
こ
は
ま
」
＝
（
テ
レ
ビ
神

奈
川
）
―
一
五
分
―
番
組
―
昭
和
五
十
三
年
七
月

か
ら
、
従
来
の
三
〇
分
番
組
「
ご
意
見
有
用
」

を
改
め
、
毎
日
曜
日
午
後
六
時
か
ら
六
時
一
五

分
ま
で
の
放
送
の
「
レ
ポ
ー
ト
・
よ
こ
は
ま
」

に
し
、
町
の
話
題
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た

番
組
内
容
と
し
て
い
る
。

　
　
「
ヨ
コ
ハ
マ
・
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
」
＝
（
日
本

テ
レ
ビ
）
―
五
分
番
組
―
放
送
エ
リ
ア
が
関
東

一
円
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
、
横
浜
の
明
る
い

話
題
や
風
物
を
フ
ィ
ル
ム
構
成
で
紹
介
す
る
五

分
番
組
で
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前
九
時
五
五
分

か
ら
の
放
送
で
一
週
ご
と
に
再
放
送
。

　
「
横
浜
だ
よ
り
」
＝
（
ラ
ジ
オ
関
東
）
―
五

分
番
組
―
告
知
番
組
「
横
浜
だ
よ
り
」
を
月
～

土
曜
日
の
午
前
七
時
五
分
か
ら
一
○
分
ま
で
の

五
分
間
放
送
の
ほ
か
、
二
〇
秒
の
緊
急
ス
ポ
ッ

ト
を
年
二
四
回
放
送
し
、
市
政
広
報
に
つ
と
め

て
い
る
。

　
「
市
政
ニ
ュ
ー
ス
」
＝
市
政
の
動
き
な
ど
を

神
奈
川
ニ
ュ
ー
ス
市
政
版
に
収
録
し
、
毎
月
一

五
日
か
ら
月
末
ま
で
、
市
内
一
一
の
主
要
映
画

館
で
上
映
（
モ
ノ
ク
ロ
ワ
イ
ド
、
3
5
／
㎜
版
、

月
平
均
五
六
ｍ
約
二
分
）
。

　
そ
の
他
、
重
要
な
広
報
と
し
て
「
市
政
展
示
」

　
「
報
道
機
関
と
の
連
絡
」
が
あ
る
。
市
長
の
定

例
記
者
会
見
（
毎
週
月
曜
日
）
局
長
の
定
例
記

者
会
見
（
毎
月
第
一
、
三
木
曜
日
）
、
さ
ら
に

各
種
記
者
発
表
が
資
料
配
布
な
ど
を
通
じ
て
情

報
を
提
供
し
、
報
道
機
関
と
連
絡
を
と
っ
て
市

政
広
報
に
努
め
て
い
る
。

三
―
情
報
量
は
不
足
し
て
い
る
か

53.4.1現在表－1　10大都市広報費・１人当たりの広報費

の
方
か
ら
の
積
極
的
な
情
報
や
資
料
を
市
民
に

提
供
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
市
民
は
、
情

報
や
資
料
に
よ
り
行
政
を
理
解
・
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
果
し
て
、
本
市
の

広
報
活
動
は
市
民
に
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
十
分
な
情
報
や
資
料
を
提
供
し
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
の
判
断
基
準
と
し
て
、

一
○
大
都
市
の
広
報
活
動
の
う
ち
、
広
報
費
・

で
人
当
た
り
の
広
報
費
を
紹
介
し
た
い
（
表
―

一
）
。

　
つ
ぎ
に
、
神
奈
川
県
と
県
下
一
八
市
の
広
報

活
動
の
う
ち
、
広
報
費
・
一
人
当
た
り
の
広
報

費
を
紹
介
し
た
い
（
な
お
、
現
在
は
綾
瀬
市

が
加
わ
っ
て
一
九
市
と
な
っ
て
い
る
）
（
表
―

二
）
。

　
以
上
、
一
○
大
都
市
及
び
県
と
県
下
一
八
市

の
広
報
費
並
び
に
一
人
当
た
り
の
広
報
費
を
紹

介
し
た
が
、
広
報
課
（
名
称
は
都
市
に
よ
り
異

な
り
、
各
種
の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
広

報
活
動
を
担
当
す
る
課
と
解
釈
さ
れ
た
い
）
の

業
務
の
中
に
町
内
会
の
経
費
が
含
ま
れ
て
い
る

都
市
。
あ
る
い
は
テ
レ
ビ
の
電
波
料
、
印
刷
代
等

都
市
に
よ
り
異
な
る
な
ど
の
事
情
が
あ
り
、
詳

細
に
分
析
し
な
け
れ
ば
、
単
純
に
結
論
を
出
す

表－2　神奈川県と県下18市の広報費・１人当たりの広報費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53.4.1現在

こ
と
は
早
急

の
そ
し
り
を

免
れ
な
い
。

　
し
か
し
、

一
つ
の
判
断

基
準
と
し
て

採
用
す
れ
ば

本
市
は
、
一

○
大
都
市
の

中
で
広
報
活

動
に
要
す
る

広
報
費
は
、

東
京
都
に
次

い
で
第
二
位

で
あ
り
、
一

人
当
た
り
の

広
報
費
は
、

札
幌
市
・
神
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広
報
の
使
命
と
し
て
．
先
程
述
べ
た
が
、
市



戸
市
・
福
岡
市
に
次
い
で
第
四
位
で
あ
る
。

　
目
を
県
と
県
下
一
八
市
に
転
ず
れ
ば
、
一
人

当
た
り
の
広
報
費
は
、
南
足
柄
市
・
海
老
名
市
・

横
須
賀
市
・
大
和
市
・
伊
勢
原
市
・
逗
子
市
・
厚
木

市
・
秦
野
市
に
次
い
で
八
番
目
に
あ
た
る
。

　
そ
し
て
一
○
大
都
市
の
中
で
、
一
人
当
た
り

の
広
報
費
が
ず
ば
抜
け
て
高
い
札
幌
市
は
、
広

報
誌
「
さ
っ
ぽ
ろ
」
　
（
毎
月
一
回
）
が
Ｂ
５
版

週
刊
誌
型
三
二
頁
、
表
一
、
四
色
カ
ラ
ー
と
な

っ
て
お
り
、
他
都
市
の
新
聞
紙
型
と
異
な
り
、

経
費
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
札
幌
市
の

広
報
費
三
億
九
千
余
万
円
の
う
ち
二
億
八
千
余

万
円
が
、
広
報
誌
「
さ
っ
ぽ
ろ
」
の
発
行
費
と

な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
県
下
で
一
人
当
た
り
の
広
報
費
が
一

番
高
い
南
足
柄
市
は
、
毎
月
一
日
に
「
広
報
足

柄
」
を
、
毎
月
十
五
日
に
「
広
報
南
足
柄
市
お

し
ら
せ
版
」
、
そ
の
他
臨
時
、
特
集
号
市
内
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
全
世
帯
配
布
し
て
お

り
、
印
刷
物
に
力
を
そ
そ
い
で
い
る
。
二
番
目

の
海
老
名
市
は
、
広
報
紙
の
ほ
か
に
「
こ
ど
も

広
報
」
と
し
て
、
小
学
生
版
、
中
学
生
版
（
タ
ブ

ロ
イ
ド
四
頁
）
を
年
各
三
回
発
行
し
て
、
小
・
中

学
生
に
対
す
る
市
政
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
予
算
面
か
ら
み
る
と

一
人
当
た
り
の
広
報
費
は
、
一
〇
大
都
市
で
は

四
番
目
、
県
下
の
市
で
は
八
番
目
で
あ
り
、
前

述
し
た
本
市
の
広
報
活
動
を
併
せ
て
勘
案
す
れ

ば
。
情
報
量
は
不
足
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　
た
だ
、
広
報
活
動
の
最
大
の
使
命
が
、
市
民

に
積
極
的
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
と

す
れ
ば
、
果
し
て
現
在
の
自
治
体
の
広
報
費
は

妥
当
な
水
準
に
あ
る
か
ど
う
か
は
議
論
の
わ
か

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
五
十
一
年
度

の
海
外
研
修
で
欧
州
諸
市
の
広
報
活
動
を
視
察

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、
日
本
の
広
報
活
動

に
比
較
す
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
都
市
は
全

世
帯
配
布
の
広
報
紙
も
発
行
し
て
い
な
い
し
、

一
般
の
商
業
紙
に
よ
る
行
政
情
報
の
提
供
に
頼

っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
日
本
は
市
民
に
至
れ

り
尽
く
せ
り
の
非
常
に
含
め
細
か
い
広
報
活
動

を
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
戦
後
三
十
有
余
年
、
自
治
意
識
も
市
民
の
中

に
あ
る
程
度
定
着
し
た
と
い
え
る
現
在
、
私
は

広
報
活
動
の
情
報
量
を
今
ま
で
以
上
に
増
加
さ

せ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
量
か
ら
質
へ
の

転
換
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
広
報
体
制
の
確
立
と
、
広
報
媒

体
ご
と
の
効
果
を
十
分
分
析
し
て
、
効
果
あ
る

広
報
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四　
効
果
あ
る
魅
力
あ
る
広
報
活
動
を
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
全
国
の
自
治
体
の
広
報

担
当
者
は
日
夜
頭
を
痛
め
て
い
る
問
題
で
あ
る

が
、
必
ず
し
も
そ
の
答
は
一
様
で
は
な
い
。
広

報
活
動
に
は
大
き
く
分
け
て
視
聴
覚
広
報
と
印

刷
物
広
報
に
な
る
が
、
規
聴
覚
広
報
は
ど
こ
の

自
治
体
も
放
送
会
社
に
製
作
委
託
し
て
お
り
、

放
送
会
社
の
シ
ェ
ア
に
影
響
を
受
け
、
印
刷
物

に
比
較
し
て
自
治
体
が
関
与
す
る
割
合
は
少
な

い
の
で
、
こ
こ
で
は
印
刷
に
限
定
し
て
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
―
印
刷
物
発
行
に
つ
い
て
は
対
象
市
民
を

　
　
十
分
認
識
す
る
こ
と

○
全
世
帯
配
布

　
大
体
、
日
本
の
ど
の
自
治
体
も
広
報
紙
は
全

世
帯
配
布
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
住
民
に
一
番

強
い
影
響
力
が
あ
る
の
は
広
報
紙
で
あ
る
こ
と

に
異
論
は
な
い
。
本
市
の
「
広
報
よ
こ
は
ま
」

も
関
東
学
院
大
学
文
学
部
渋
谷
ゼ
ミ
の
調
査

（
昭
和
四
十
九
年
十
月
、
学
生
に
よ
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
サ
ン
プ
ル
数
七
〇
〇
標
、
二
〇
才
以

上
の
市
民
）
に
よ
れ
ば
、
広
報
紙
の
認
知
率
は

男
九
二
・
五
％
、
女
性
九
七
・
一
％
、
広
報
紙

の
閲
読
率
（
知
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
）
男
性

九
四
・
八
％
、
女
性
九
五
・
八
％
と
な
っ
て
い

て
、
調
査
結
果
も
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
こ
の
場
合
の
市
民
層
は
多
種
多
様
に
分
れ
て

い
る
。
男
女
、
職
業
、
地
位
、
経
済
力
、
学
歴
、

年
令
…
…
。
多
種
多
様
の
市
民
に
読
ん
で
も
ら

う
広
報
紙
は
、
そ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
に
企
画
・

編
集
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

納
税
者
た
る
市
民
に
、
行
政
と
し
て
最
低
こ
れ

だ
け
は
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
行
政
の
基
本
的

事
項
を
、
周
知
す
る
義
務
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

市
政
の
現
状
、
将
来
計
画
な
ど
の
政
策
内
容
を

市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
に
し
て
も
、
難
解
で
大

部
分
の
市
民
が
理
解
で
き
な
い
よ
う
で
は
そ
の

効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
広
報
紙
の
根
底
に
は

分
り
や
す
い
、
親
し
み
や
す
い
、
面
白
い
、
役
に

立
つ
の
四
つ
の
要
素
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
四
つ
の
要
素
の
基
礎
の
上
に
初
め
て
市
政
の

現
状
、
市
の
将
来
計
画
な
ど
の
政
策
事
項
が
加

わ
る
の
で
あ
る
。
全
世
帯
配
布
の
印
刷
物
に
つ

い
て
は
、
読
ま
せ
る
工
夫
が
い
か
に
重
要
か
、

そ
れ
が
な
い
と
担
当
者
の
単
な
る
自
己
満
足
に

終
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。

Ｏ
対
象
市
民
が
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合

　
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
市
民
層
は
多
種
多
様

に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
市
民
層
の
特
定
の
層

に
向
け
て
印
刷
物
を
発
行
す
る
場
合
は
、
そ
の

特
定
の
層
の
特
殊
性
を
十
分
検
討
し
て
、
企
画

編
集
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
そ
の
特
定
の
層
に
精
通
し
た
専
門
家
の
意

見
を
聞
く
必
要
も
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
全
市

民
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
い
の
で
、
同
時
に

親
し
み
や
す
い
、
面
白
い
、
分
り
や
す
い
、
役

に
立
つ
の
四
つ
の
要
素
を
、
特
定
の
層
に
発
行

す
る
と
い
う
目
的
を
阻
害
し
て
ま
で
、
充
足
す

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

　
例
を
あ
げ
れ
ば
、
小
学
校
三
年
生
用
の
社
会

科
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
「
下
水
道
と
わ
た

し
た
ち
」
（
下
水
道
局
）
「
き
れ
い
な
町
に
」
（
環

境
事
業
局
）
「
よ
こ
は
ま
の
水
」
（
水
道
局
）
、

小
学
校
五
・
六
年
生
か
ら
中
学
校
一
・
二
年
生

向
け
「
こ
ど
も
横
浜
百
科
」
（
市
民
局
）
、
ミ
ニ
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コ
ミ
担
当
者
向
け
「
ふ
れ
あ
い
」
（
市
民
局
）
、

そ
の
他
「
勤
労
市
民
ニ
ュ
ー
ス
」
「
教
育
よ
こ

は
ま
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
局
区
で
、
限
定
さ

れ
た
市
民
層
を
対
象
に
各
種
印
刷
物
が
発
行
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
、
き
め
細
か
い
広
報
を
展
開
す
る
た
め

に
も
市
民
各
層
に
適
合
し
た
印
刷
物
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
。

②
―
専
門
的
・
個
別
的
印
刷
物
に
つ
い
て
は

　
　
応
分
の
負
担
を

　
市
民
と
し
て
ぜ
ひ
知
っ
て
ほ
し
い
あ
る
い
は

考
え
て
欲
し
い
基
本
的
事
項
は
、
行
政
と
し
て

無
料
で
配
布
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
。
専
門

的
。
個
別
的
印
刷
物
に
つ
い
て
は
公
平
の
原
則

に
よ
り
応
分
の
負
担
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
市
民
の
ニ
ー
ド
が
高
く
、
行
政
と
し
て

無
料
で
配
布
し
て
も
よ
い
が
、
一
部
あ
た
り
の

単
価
が
高
額
の
た
め
、
経
済
性
の
立
場
か
ら
無

料
配
布
が
困
難
な
印
刷
物
に
つ
い
て
は
応
分
の

負
担
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
例
を
あ
げ
れ
ば
「
市
民
グ
ラ
フ
ヨ
コ
ハ
マ
」

は
各
区
の
区
民
相
談
室
の
窓
口
に
先
着
順
に
限

定
し
た
部
数
を
無
料
で
配
布
し
て
い
る
が
。
そ

れ
以
上
の
市
民
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
市
内

一
一
書
店
で
、
一
部
あ
た
り
二
〇
〇
円
で
販
売

し
て
い
る
。
当
初
有
償
頒
布
す
る
に
際
し
、
一

部
に
は
無
料
に
、
｛
部
に
は
有
料
に
す
る
こ
と

で
市
民
か
ら
の
苦
情
が
出
る
こ
と
を
懸
念
し
た

が
、
そ
う
し
た
苦
情
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
現
在

一
号
あ
た
り
、
一
、
〇
〇
〇
部
程
度
を
販
売
し

て
い
る
が
、
二
七
号
の
山
手
特
集
号
な
ど
は
、

好
評
で
売
り
切
れ
て
し
ま
い
、
も
っ
と
増
刷
し

て
販
売
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
市
民
局
広

報
課
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
こ
ど
も
横
浜
百
科
」
は
市
内
の
小

・
中
学
校
ヘ
一
校
あ
た
り
各
々
一
〇
〇
部
、
五

〇
部
を
教
材
用
と
し
て
無
料
で
配
布
し
た
が
、

そ
れ
以
外
、
小
・
中
学
生
が
個
人
と
し
て
欲
し

い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
た
め
市
内
の
書
店
で
一

部
三
〇
〇
円
で
販
売
し
、
一
五
、
〇
〇
〇
部
が

売
れ
た
。

　
そ
の
他
、
中
区
役
所
で
発
刊
し
た
「
横
浜
の

お
ん
な
た
ち
」
「
あ
る
横
浜
商
人
の
賦
―
中
村

房
次
郎
考
」
「
中
区
廃
校
誌
」
な
ど
は
市
民
に

そ
の
企
画
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
受
け
、
か
な
り
の

部
数
が
売
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
少
し
古
く
は

市
民
生
活
白
書
「
私
の
横
浜
」
な
ど
も
あ
る
。

最
近
、
郷
土
史
ブ
ー
ム
で
あ
る
が
、
各
区
で
発

行
し
て
い
る
郷
土
誌
は
有
料
で
も
区
民
に
好
評

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
ニ
ー
ド
を
的
確
に
把

握
し
て
企
画
・
編
集
し
て
い
け
ば
、
専
門
的
・

個
別
的
印
刷
物
に
つ
い
て
は
有
料
で
も
市
民
の

需
要
は
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③
―
広
報
は
人
で
あ
る

　
近
年
、
市
民
の
行
政
に
対
す
る
要
求
は
複
雑

多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
正
し
い
把
握
と
評
価
が

で
き
な
く
て
は
正
確
な
広
報
活
動
は
で
き
な
い

　
と
い
わ
れ
る
。

　
　
広
報
マ
ン
は
、
市
民
と
接
す
る
職
場
に
出
か

　
け
て
ゆ
き
、
多
く
の
市
民
の
生
の
声
を
聞
き
、

　
あ
る
い
は
そ
の
職
場
の
職
員
の
声
に
耳
を
傾
け

　
集
め
た
情
報
を
十
分
そ
し
ゃ
く
し
て
行
政
目
的

　
に
適
合
す
る
よ
う
的
確
に
判
断
を
下
せ
る
よ
う

　
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
。
広

　
報
マ
ン
に
は
行
政
効
果
の
測
定
や
政
策
決
定
の

　
基
礎
資
料
と
し
て
の
住
民
要
求
の
把
握
を
可
能

　
な
ら
し
め
る
知
識
技
能
の
高
度
化
＝
専
門
化
が

　
要
求
さ
れ
る
。

　
　
全
国
広
報
協
会
主
催
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

　
ル
大
会
で
三
年
連
続
「
広
報
紙
」
の
部
門
で
入

　
選
し
て
い
る
長
浜
市
は
人
口
五
五
、
〇
〇
〇
人

　
の
小
さ
な
市
で
、
担
当
職
員
は
係
長
を
含
め
て

　
僅
か
二
名
で
あ
る
。

　
　
神
奈
川
県
市
広
報
広
聴
連
絡
会
の
優
良
都
市

　
視
察
で
、
た
ま
た
ま
そ
の
係
長
と
話
し
合
う
機

　
会
を
得
た
が
、
そ
の
係
長
の
広
報
に
対
す
る
限

　
り
な
い
情
熱
と
問
題
を
真
剣
に
、
深
く
掘
り
下

　
げ
る
態
度
、
「
い
や
、
広
報
を
担
当
し
て
い
る

　
と
自
分
の
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
表
情
を

　
柔
ら
げ
て
い
う
言
葉
に
私
は
三
年
連
統
「
広
報

　
紙
の
部
門
」
で
入
選
と
い
う
偉
業
を
支
え
た
根

　
源
を
見
る
気
が
し
た
。

　
　
手
を
抜
い
た
文
章
に
人
を
引
き
付
け
る
力
は

　
な
い
。
広
報
は
人
だ
。
広
報
マ
ン
に
限
り
な
い

　
情
熱
と
絶
え
間
な
い
努
力
、
創
意
工
夫
、
自
己

　
に
対
す
る
厳
し
い
洞
察
、
責
任
感
、
客
観
性
が

　
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
職
場
に
お
い
て
も
、

よ
い
意
味
の
職
員
間
の
競
争
が
存
在
し
な
く
て

は
よ
り
よ
い
作
品
は
産
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
相
手
の
能
力
を
客
観
的
に
評
価
し
、
よ
り
広

報
効
果
の
高
い
も
の
を
求
め
て
、
厳
し
い
試
練

を
自
己
に
課
す
る
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。

　
よ
く
、
行
政
の
目
で
市
民
を
見
て
、
市
民
の

目
で
行
政
を
見
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
は
多
い

が
、
ど
う
し
て
も
長
い
間
行
政
に
携
っ
て
い
る

と
、
行
政
の
目
で
市
民
を
見
る
弊
害
に
陥
り
や

す
い
。
そ
れ
を
是
正
す
る
に
は
、
市
政
モ
ニ
タ

ー
、
市
政
オ
ピ
ニ
オ
ン
な
ど
の
各
種
モ
ニ
タ
ー

の
活
用
は
も
と
よ
り
、
紙
面
へ
の
市
民
の
登
場
、

市
民
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
採
用
、
編
集
へ
の
市
民

の
参
画
な
ど
あ
る
が
、
こ
の
場
合
行
政
サ
イ
ド

か
ら
の
集
約
・
整
理
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
行
政
内
部
に
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ
ラ

ス
ト
レ
イ
タ
ー
、
写
真
家
等
高
度
の
専
門
家
は

少
な
い
。
そ
う
し
た
専
門
家
を
内
部
で
育
成
す

る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
積
極
的
に
外
部
の

優
秀
な
人
材
を
活
用
し
て
、
魅
力
あ
る
紙
面
づ

く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
（
広
報
物

登
録
制
度
）
　
　
　
　
　

　
広
報
活
動
に
お
け
る
今
後
の
課
題
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
が
、
私
は
全
市
的
規
野
か
ら
の
広
報
活

動
体
制
の
確
立
に
必
要
な
「
広
報
物
登
録
制

度
」
に
焦
点
を
あ
て
、
他
は
割
愛
す
る
。

　
広
報
印
刷
物
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
適
切
な
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目
的
の
も
と
に
、
有
効
性
、
経
済
性
及
び
妥
当

性
を
十
分
に
考
慮
し
て
作
成
配
布
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
常
に
広
報
印
刷
物
の

内
容
、
規
格
、
数
量
、
配
布
先
等
を
検
討
し
必

要
に
応
じ
て
整
理
統
廃
合
を
行
う
な
ど
積
極
的

に
改
善
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
社
会
経
済
の

動
向
、
市
民
の
要
望
等
に
的
確
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
本
市
の
広
報
印
刷
物
発
行
状
況
を
み
る
と
、

各
局
主
管
課
の
判
断
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
お

り
、
全
市
的
規
野
か
ら
有
効
性
、
経
済
性
及
び

妥
当
性
を
判
断
す
る
機
関
が
存
在
し
な
い
。
そ

の
結
果
、
本
市
の
印
刷
物
は
、
内
容
、
規
格
、

数
量
、
配
布
先
等
は
各
局
の
状
況
に
よ
り
バ
ラ

バ
ラ
で
あ
り
、
本
市
全
体
と
し
て
年
間
ど
の
く

ら
い
の
印
刷
物
が
発
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ

る
い
は
年
間
ど
の
く
ら
い
予
算
が
使
わ
れ
て
い

る
の
か
等
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
市
民
が
市
政
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
市
政

情
報
の
積
極
的
公
開
が
大
前
提
で
あ
り
、
積
極

的
公
開
は
各
局
が
積
極
的
に
印
刷
物
を
発
行
す

れ
ば
す
む
の
で
は
な
く
て
、
全
市
的
視
野
か
ら

有
効
性
、
経
済
性
及
び
妥
当
性
を
十
分
に
考
慮

し
て
作
成
配
布
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
市
に
は
、
行
政
資
料
管
理
規
程
第
三
条
に

よ
り
局
区
が
資
料
を
刊
行
し
、
ま
た
本
市
の
機

関
以
外
か
ら
購
入
し
ま
た
受
贈
し
た
と
き
は
、

当
該
局
の
課
及
び
そ
の
属
す
る
事
務
所
、
事
業

所
等
の
文
書
副
主
任
は
、
こ
れ
を
そ
の
属
す
る

局
の
文
書
主
任
を
経
て
総
務
局
長
へ
送
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
文
が
あ
る
が
、
強

制
力
が
な
い
た
め
、
行
政
資
料
室
の
資
料
収
集

は
統
計
課
職
員
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で

あ
り
、
現
実
的
に
は
各
局
区
か
ら
の
市
政
資
料

が
、
ス
ム
ー
ズ
に
送
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
強
制
力
を
も
た
せ
て

各
局
区
か
ら
の
市
政
資
料
を
一
ヵ
所
に
集
中
保

管
す
る
体
制
を
確
立
し
な
い
と
、
本
市
で
発
行

す
る
印
刷
物
の
内
容
等
を
分
析
も
で
き
な
い
。

①
―
実
行
性
あ
る
制
度
的
保
障

　
全
市
的
規
野
か
ら
、
有
効
性
、
経
済
性
及
び

妥
当
性
を
十
分
に
備
え
た
印
刷
物
を
発
行
す
る

た
め
に
は
、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
機

関
の
実
効
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
印
刷
物
作

成
の
起
案
が
経
由
し
な
け
れ
ば
、
調
度
課
、
会

計
で
、
入
札
、
支
払
が
で
き
な
い
よ
う
な
制
度

を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
各
局
区
で
発
行
し
て
い
る
印
刷
物
は
必
然

的
に
チ
ェ
ッ
ク
機
関
を
経
由
し
、
そ
こ
で
経
済

性
、
有
効
性
、
妥
当
性
が
十
分
考
慮
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
横
浜
市
の
統
一
さ
れ
た
印
刷
物
規

格
表
を
作
成
し
、
印
刷
物
の
種
類
（
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
等
）
別
、
刊
行
物

別
、
年
度
別
、
局
別
等
を
区
分
し
、
チ
ェ
ッ
ク

機
関
で
図
―
一
（
東
京
都
の
例
で
あ
る
）
の
よ

う
な
登
録
番
号
で
記
録
し
印
刷
物
に
印
刷
さ
れ

る
。
事
実
、
一
〇
大
都
市
で
も
、
わ
か
っ
て
い

る
都
市
で
札
幌
市
・
東
京
都
・
神
戸
市
の
三
都

市
が
広
報
物
登
録
制
度
を
実
施
し
、
か
な
り
の

効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
聞
く
。

　
私
が
調
査
し
た
東
京
都
は
、
こ
の
広
報
物
登

録
制
度
を
か
な
り
徹
底
し
て
お
り
、
各
種
印
刷

図一１　広報物登録番号票
　　　　　　(東京都の例)

物
ご
と
に
広
報

物
登
録
カ
ー
ド

を
作
成
し
、
そ

の
内
容
は
発
行

局
、
部
、
課
、

担
当
者
、
名
称
、

作
成
、
目
的
、

規
格
、
配
布
先
、

発
行
回
数
（
年

間
）
発
行
部
数
（
一
回
当
た
り
）
、
単
価
、
金

額
、
前
年
度
比
較
と
な
っ
て
い
る
。
広
報
物
登

録
カ
ー
ド
の
保
管
は
総
務
局
文
書
課
で
、
内

容
、
規
格
、
配
布
先
、
経
費
等
の
チ
ェ
ッ
ク
は

印
刷
物
作
成
審
議
会
（
構
成
は
関
係
部
長
で
、

委
員
長
は
総
務
局
長
）
で
担
当
し
て
い
る
。
そ

し
て
登
録
番
号
の
な
い
印
刷
物
、
あ
る
い
は
文

書
課
長
（
金
額
に
よ
っ
て
総
務
部
長
）
の
印
の

な
い
印
刷
物
は
、
調
度
課
、
会
計
で
入
札
、
支

払
い
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
東
京
都
の
例
に
み
る
よ
う
な
実
効
あ
る
制
度

を
確
立
し
な
い
と
、
全
市
的
規
野
で
印
刷
物
を

把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
全
市
的
な
広

報
体
制
も
確
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
―
本
市
の
段
階
的
実
施
私
案

　
仮
に
、
本
市
で
広
報
物
登
録
制
度
を
実
施
す

る
と
、
ど
の
課
が
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
担
当
す
る

か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
が
、
現
在
、
本
市
で

年
間
ど
の
く
ら
い
の
印
刷
物
が
発
行
さ
れ
て
い

る
か
十
分
把
握
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
東
京
都

に
お
け
る
よ
う
な
広
報
物
登
録
制
度
を
担
当
す

る
こ
と
は
避
け
、
暫
定
的
に
各
局
区
で
発
行
し

て
い
る
印
刷
物
は
各
局
区
の
庶
務
担
当
課
で
登

録
す
る
形
を
と
り
、
最
終
的
に
は
東
京
都
に
お

け
る
よ
う
な
統
一
的
な
把
握
形
態
を
確
立
し
て

い
く
の
が
よ
い
と
考
え
る
。

　
印
刷
物
は
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
印
刷
物
と
し
て
の
魅
力
が
薄
れ
る
と
言

わ
れ
る
。
魅
力
度
を
維
持
し
つ
つ
、
広
報
登
録

制
度
を
採
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
は

今
後
の
検
討
事
項
と
し
て
留
保
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
広
報
活
動
体
制
の
確
立
と
し
て

採
用
さ
れ
た
東
京
都
の
「
広
報
登
録
制
度
」
は

今
ど
ん
な
弊
害
を
生
じ
て
い
る
の
か
。
当
初
画

期
的
な
制
度
も
長
い
間
の
運
用
に
よ
り
、
弊
害

を
生
ず
る
こ
と
が
多
い
。
東
京
都
の
例
を
十
分

調
査
し
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
少
な
く
と
も
現
在
の
よ
う
に
、
本
市
全
休
と

し
て
年
間
ど
の
く
ら
い
の
印
刷
物
が
発
行
さ
れ

て
い
る
の
か
あ
る
い
は
年
間
ど
の
く
ら
い
の
予

算
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
等
把
握
で
き
な
い
状

況
で
、
「
広
報
登
録
制
度
」
の
採
用
は
一
考
に

価
い
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
〈
市
民
局
広
報
課
広
報
第
一
係
長
〉
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